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『ICT機器を活⽤し、学ぶ楽しさを
味わう授業づくり』

〜１⼈１台端末や⼤型電⼦⿊板等の活⽤〜

研究発表 （渋川市教育研究所）

発表者 渋川市教育委員会 学校教育課
GIGAスクール推進室 ICT教育アドバイザー 上原 永護
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令和元年 9月 小学校１４校に大型電子黒板(65インチ)２３３台導入

令和２年10月 中学校９校に大型電子黒板(65インチ)１５０台導入

令和３年 3月 研修用に各校１０台のタブレット端末の導入

令和３年 6月 小中学校に高速大容量通信環境・１人１台端末の整備

Chromebookって、何？
Chromebookで何ができるの？
どうやって、電源を切るの？
Windowsとはどこが違うの？

書画カメラや全教科の
教師⽤デジタル教科書が
電⼦⿊板で使えるので、
普段の授業でのＩＣＴ活
⽤に慣れてきたところで
す。
でも、まだ、タブレッ

ト端末を使った授業はイ
メージできません。

＜渋川市のＩＣＴ環境＞

＜主題設定の理由＞
『ICT機器を活用し、学ぶ楽しさを味わう授業づくり』～１人１台端末や大型電子黒板等の活用～

すべての小学校・中学校の子供1人に１台の端末（パソコン）
と高速なインターネット回線を学校に用意し、子供たちが未来
の社会で活躍する力を身に付けるための新しい時代の学習環境
が整った。子供たちは、学習において、これまでの鉛筆やノー
トと同様にタブレット端末も文房具として利用していくことが
できるようになった。

これらの環境を生かした学びを実践いくためには、教師と児
童生徒のＩＣＴスキルの向上を行うととも、新たな学びを築い
ていく必要がある。そして、授業のねらいを達成する過程で、
児童生徒に学びの楽しさを味わわせることが重要であると考え、
本主題を設定した。
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令和３年度 ＩＣＴ活⽤研究部
期 ⽇ 内 容

４／２０ 【活動計画・活動内容の確認】
５／１８ 【操作研修・意⾒交換】

１Chromebookの基本操作（起動、アカウントの扱い、Chromebookの特徴、パスワードの変更、
クラスルームの作成、ファイル共有、Meet、共有フォルダ、フォーム、ドキュメント等）
２端末の管理、運⽤⽅法、ルール ３代表授業者の検討

６／１５ 【操作研修・意⾒交換】
１ＧＩＧＡスクール環境の整備状況について ２各校の状況について（整備・活⽤状況等）
３ミライシードについて

８／４ 【ワークショップ】
「GIGAスクール端末の授業での活⽤〜ミライシードの授業での活⽤⽅法〜」
会場：各学校（オンライン） 参加者数：約120名 講師：ベネッセ

９／１４ 【操作研修・意⾒交換】
１市全体の状況について ２ミライシードについて 3リモート授業等について
４各校の状況について（授業実践計画、活⽤状況および課題、持ち帰りの状況等）

１０／１９ 【代表授業・授業研究会】 ⾦島中学校（国語）
１１／１６ 【代表授業・授業研究会】 渋川北⼩学校（総合）
１／１８ 【今年度の実践のまとめ】
２／１ 【修了式】

4/20
研 究 員 の 所 感

⼦どもが取り組みやすいものから学習に活⽤していきたい。ワクワク感もあるが
不安もある。
タブレット端末の導⼊に不安感を抱いている。使い⽅の活⽤を研修していきたい。
どのように使うと授業や校務に効果的であるかを研究していきたい。
校内研修でＩＣＴの活⽤に取り組んでおり、指導⼒の向上を図りたい。評価や指
導要録の改訂も重なり、学びの改善や学⼒向上に⽣かしていきたい。
情報主任・研修主任をしている。⼩規模校であるが、端末を活⽤していきたい。
２年前にも研究所に在籍していた。
昨年も研究所に在籍していた。有効な端末の使い⽅をしていたかが課題であった。
端末を活⽤して、どのような⼒を⾝に付けさせるか、授業にいかに⽣かしていく
のかを研究していきたい。

【活動計画・活動内容の確認】
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5/18
【操作研修・意⾒交換】
1. Chromebookの基本操作（起動、アカウントの扱い、Chromebookの特徴、パスワードの変更、クラスルームの

作成、Meet、ファイル共有、共有フォルダ、フォーム、ドキュメント等）
2. 端末の管理、運⽤⽅法、ルール
3. 代表授業者の検討

5/18
【操作研修・意⾒交換】
1. Chromebookの基本操作（起動、アカウントの扱い、Chromebookの特徴、パスワードの変更、クラスルームの作

成、Meet、ファイル共有、共有フォルダ、フォーム、ドキュメント等）
2. 端末の管理、運⽤⽅法、ルール
3. 代表授業者の検討
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6/15
【操作研修・意⾒交換】
1. ＧＩＧＡスクール環境の整備状況について
2. 各校の状況について（整備・活⽤状況等）
3. ミライシードについて

8/4
【ワークショップ】
「GIGAスクール端末の授業での活⽤〜ミライシードの授業での活⽤⽅法〜」
会場：各学校（オンライン） 参加者数：約120名 講師：ベネッセ

＜ 実 際 の 会 場 の 様 ⼦ ＞
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8/4
【ワークショップ】
「GIGAスクール端末の授業での活⽤〜ミライシードの授業での活⽤⽅法〜」
会場：各学校（オンライン） 参加者数：約120名 講師：ベネッセ

9/14
【操作研修・意⾒交換】
１.市全体の状況について 2.ミライシードについて 3.リモート授業等について
4.各校の状況について（授業実践計画、活⽤状況および課題、持ち帰りの状況等）

通常撮影 広⾓レンズ使⽤
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10/19 【代表授業・授業研究会】 ⾦島中学校（国語）

11/16 【代表授業・授業研究会】 渋川北⼩学校（総合）
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11/16 【代表授業・授業研究会】 渋川北⼩学校（総合）

1/18 【今年度の実践のまとめ】
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『ICT機器を活⽤し、学ぶ楽しさを味わう授業づくり』〜１⼈１台端末や⼤型電⼦⿊板等の活⽤〜

Google Workspace for Educationのアプリやミライシード

によるコラボレーションやコミュニケーションの活用方
法を研修したことによって、実践への支援が得られた。
授業実践を公開することによって、活用方法を共有し、
具体的に理解することができた。また、共有ファイルを
活用した授業研究会を行うことによってより広く深い意
見交換を行うことができ、成果や課題をより明確にする
などし、研究を深めることができた。

【成果】

１人１台端末の授業と大型電子黒板の機器の特性を
生かし、それらを組み合わせた授業方法を工夫するこ
とによって、児童生徒がよりアプリの効果的な活用方
法や作品の構成などについて、意見交換をする時間を
多く確保できるようになり、自ら考え、学ぶ楽しさを
味わいながら、意欲的に学習に取り組むようになった。

『ICT機器を活⽤し、学ぶ楽しさを味わう授業づくり』〜１⼈１台端末や⼤型電⼦⿊板等の活⽤〜【課題】
今後、ＩＣＴ機器をさらに活用していくためには、

新たに導入されるソフトウェアや学習者用デジタル教
科書の導入に伴い、それらの利用方法を研修するなど、
実践への支援が必要である。

児童生徒のＩＣＴスキル（操作技術・モラル等）が
向上し、授業での活用が進められてきているが、多く
の場面で積極的・継続的に活用いくための長期的な視
点に立った指導計画に基づいた実践を進めていく必要
がある。

また、校内だけでなく、学年・学級・中学校区で連
携して、スキルアップを計画的に実施し、児童生徒一
人一人が学びの楽しさを味わえるようにしていく必要
がある。

スキルの差がそのまま評価にならないように、学び
のみとり方について検討していなかければならない。

＜学習者⽤デジタル教科書＞
Ｒ４年度 ⼩５〜中３

英語＋１教科


